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　　　第9鵬麟委鮒糊蜘1三三、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠　日時　　　賄和4：7年7月ノ2日伽　　．　　　　一．

　　　　　　　午後β時～4時　　　　　，．　　　　　一

ユ嚇　 箱鮒発委三会灘

，3議事次第　　、

　（1）黍員長あいきつ

12》委鞭髄の指雛卿て

（r博騨発調に聯要望四ついて

艦　資秘　　　／　　　　・　’

委9一4・第8画宇宙開回気創定例会講｝繍要旨　一

委9－2宇覗発言陳関す翻糊φ購項1趨
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’委9一！

　　　　窮8回宇宙開発委負会《定例会講）議事要旨

∠　日時　　　温和47年6月！4日伽
　　　　　　　午後2時～4：時

2．場所　　　宇窃開発委負会会講室

3・綿’（1三論空明欄1三会料旧知

　　〆　二三につ呼
　　　　　　　（2）その砲・

坐．資料　　， 　♂

　　8一ノ　 前回言為事要旨

8－3纏によ婚の、Reギ？七e　Se摯ling回る・

　　　　　鴨第1会期報告．　　　　　．

5．出席者　　　　　　・＿　　　・

　翻若　　　’
　　　棘艀生産鮪研究所教授　斎藤成文一

＼

　　関係省艦員等

　　　科学技術庁研究纏嵌　　　キ渠　博

　　　外藩三連回外鯵囎　　石川良孝
　　　　　　　　　　　　　　1　　　‘代理：戸帥

　　　苅蹴獅局審題　　犬丸・’鷹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f代理：’鈴木）
　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　1代理：池田），

　　　気廃油郷長　　　石県阻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1代理：高谷）

　　　悔上保安脚翻長　　㌦　堤　毅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1代理二樋口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’佐々木）
　　　郵政省電波監理局回議律　　　　　　　太’原　幹　夫

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　1代理：岡村’・，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　藤野）．

　　　郵鰭電波鯉撫顯儲～長　六探塗鄭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1代埋：片桐）

　　　一建設大臣官房技術参事官　　　 増周康治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘代理、：原・　）

　　　　躰ユネス咽内委員会三局総撚粟本・

　　事務局

　　　科学廊脇摘鋪宇醗酪母園山車道他

●曜・
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　　　　　6．議事娑旨‘

　　　　　　（1）第7回本委員会議事婁旨

　　　　　　　　第7回本委貝会講三三旨が確赫された。

　　　　　　121国連宇宙空闇平和利用委負会科学技術小委三会粥9会期

　　　　　　　報告について　　　　　一　　，

　　　　　　　　斎藤成文東京大学：教授か1ら、5肩3旧から5月！1日ま

　　　　　　　で、ニューヨークで開迩れた国連宇宙空縛平和利用委負会

噛●、　　科学技術小委負会同9会期の1礪幸晧があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／「
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宇宙開発計画に関する関係機関の要望事頂一覧

陥1和476‡7月12白
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庫輌　毯

ズz．i零　湘搭言ド画

　状ノ葡　ア荊魏十i動の基二本

　　的考え古

　　／、　人工纏の疏馨め

　　　≦竺め方

一　巳，一一H■●7，一　，一一｝’o一「厚鰯　「1

魂 劃 画 政　　　　旋

（の　ゑ象〃衝塁にクいて1

　承ていること・に壕ノ・

裟

（ダ）　嶺琢く衛星kz／フいて14、で凌多フ：芝＼け卑期1（打上

　げ’憂楯なうこ∠一を百：橡1二、ノ丈要なシスラム

載楓蓄の）研賓：を盛めるも0とする。

（6）舞勉竹4鋳星、測繍i垂にクいて芯・・ご、き「二iう・だげ

　早期】二灯」二げ〉査行なう二・∠．‘を劇毒とすろ℃1ミ・当

　面は、シスrデA、珍動織届。砺覚を薩やる回り

　：と：φる、

二．、燭星．’一㌦，1二ろ気導師ル切およ乙＾〉／ユ至

愚蘭〃・蝋・碧編欧掬ユ望髪看

　　　ミら，コ）坤聚的にも径く要望ざ

，ノκ要な気孫く拡星の看究疏発司を行な

航循砿星あ爆発に1ゑ．’瀧姿荊ゐ・よ〆船舶甲とそ実駿r百

三星z二鎚1利心血と．いクユ渓階〃う湘倦遊・が舷婁で渡あり・

繊倦泌葡綱、、乎フ姻ど好諺i；う。躍一瓜・の司霧・∠夕

るボ、画派的な柴同咽発め計画ボ玖彪てΣ艇ろ；筋会4ヱは・

積伽に減れ1彦加する二∠二三まレ…また一・ず塾

の莇含～ユ毛購できるよう・豹・ンステ4拡露星

編冬に出すみ　所究をより強力に働・るせ髪《ある・

○側把町屋についで威レザ皮射型刻毘腱の打広レ

機耀｝．膨・霧撰構警の裟擁畝験左行落・うご∠を白的とする
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ヤ■章　嘲彪計　画

　ヤ2飾　人工位星の嗣祭

　　　　者す画

　　2　婁嗣仮屋
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　　、ソ

i　　　　　ア女　　　定　　　痕　　…｝…’一…｝噛l
l．　　．．．　．．一　，　．　　　　　　　　　＿．幽　　　　　　　　　　．　　．一　一．．，＿．一　！

｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l鰍三型鰍畷の三一のとずる・i
　

｛次ψ2灘加える・
1

　0　気蒙，仁崖

　　　世界妊頭齢園ぐレγ川0）と国瞭糾蹴迎含ぐエCSu）

　　カぐ撃墜して’、　型よ穿み白黒メ見・｛黄て≦壱ぜ庫、ミ1，，し’てい孝…）ヂ：エ墨てき～わるグ）

　　で、わ難航においで岬餉ξ・一・5／年に・脚鰍磁に髄
｛

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　・1
｝○　輿験閉境掠型ラ遅1疹也κ星’　　　　　　　　　　　｝
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
i　　喫衆用気掠、・型運｝Dlセ4に定1オ、家エ羅4）打出し搬檎．主撞多藁嶽i

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
階の辮働ごと鋤∠レ酬勿催で・剛
1㌻o年度に軌道傾斜幽8グ　調聯勺／汐〃κ伽の円凱重に

i弼ダるこ∠世職継締り・　　’i
l　　　　　　　　　　　　．一
1　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　！
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　ぞス獅

ヲ、

　　　　　　　　　　　　　　　．，　　　■，　噛　P曹噌　　嘩炉@　　　　　　層　　．　　一一一一一　雪　　　7ﾏ一「P

　　　　　　　　　　　　　　’ﾇ　　　4汁　　　画
．；慈（　　　　舜　　　　乍

　　　　　　　　　　　　　　　　一，@　　　　　　　醒早脚曽ρ処齔J．＿一，一r．　，．，．幽　　　■　■

40、他の入工仁星 （ノ〉皆渤エ星 剤る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

の所免計重 下町丁寧ニフいくば・彪和よ0～5／耳に寿

、

淀コれて、・汐螂鷺象樋肉（以〃の∠圃際科

導孟合α乙5のう峡同レて竹なウ地球ミ天気

爺発計画（劔尺ρ）奢笏慮レて、顯・虞

咳な静ヒ気象惑星のシズヲムデニゲ＼／ン等勿ヌ玩究
し

左蹴）る。

9

矧発計覇 一

〉欠の（罫切2玖∂り多・

@、
獅　　入工回り湘憂 （2）；繍エ互 ζ2）：蕨索罐

画 一一 蝸?p油滴鞠2ついzり研究ま行な∂。 一一一．一
ﾔ劉継じつ、・z’ ﾌ研究を竹なう乙とモi乏δ刻

、ぞの他のメ、エオ工韮董
吻よ彪声ならボげ汐払茜知つし・て嬬幾

’

②：研：霧噛
を）色める。

〉欠の∂くうr乙覆：めろ，

6）蜘星
（3）測地紅星．

多t幽征星にフいて＆、ぞ高屡の敢直の頃旅舷 測鋤エ星につい（ば、当萄、レーザ女粛型気域回り

星について・当面、レーゲ光夏；射体φ所記およ レ，ザ朔鶴嬬屍を繍拓とともに・匂動特シ

（の
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≧ヤ／7章　国醐力

　3、翻際学宙活動への参加

　’お・よダその他の詞際協

　　力の掻兆

上

多ヒ 画

び易疎z∫Z曇幼勘張：｛雛葺と簿の石了炎を矯なンと∠宅

に、レーゲ測距儀備刻同期振置寿り地上禅温

にフいても研’児、在竹なう、

r

　　　　　　ア愛．

入ヲ冷・デー〃

、究宏行なう。

w・／入ナムユ1こ5のll〃、ヒボ腿券につい’く毛砺

次の一文’をカロ之ゐ。

　　出界的に碗一鰍tかミ鋤エ昆シ・入ヴ＾にフし・（・画殊

的な芙同嗣発計郵ミ～腸痂台ヒ1弓・偵極的＝二X暢加

　す・ミ・きこと。

（4）
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、塵誤省

納エ劃ご：痢　溢・．老ヤー重、

　噴ノ：節　〉荊発計画の茎本

　　紬彦之方

　　／、　ペエグ仁玖星の翻発‘つ

　　　進め方

弛節ペエ羅の爾奏

　　計画

　　ノ・柴用穆星

3．　そ4）イ也の人土グ1＝Z屋

　の研究三重1

碗 計 重

・ζの

　　　　　　　　〃、　　　雌　　　　系

　次・’）ん痢二生川，るイノ。

ρ広．1了嗣｛協測鼠1ユ斤1いられウ気球輝遥1レ｛ゲ、ク1こン直〃）三二繊能、

　耐久・1・啓・り隅験蜴≠イ・：うため、．劇G櫛挨測噸エ監の湘発

　を灯な・う。

　次の／頭ミを加之ゐ。

○　瀕狛就撫uづ幽加瑞．（石ζテ5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4L
　　拗お試験測♪瞭唾ば・朔之1三脚罪一の旧記裟能．耐久

　イ生参らびに同舷喧1ユよゐ試験：勿z測等〃ク予硝的棄：験を竹な

　ラこどを日首な≧レ亀4L垂ゼ．ごきるだげ早期に鈎／〃〃ク

〆〃の円軟曲二《「ち上げ’ることを臼標に端発を行なう．

　次。よ：うに改め’る。

O）須U遡エ獲…

　　’測地雇易こワ、・てば、摘褒の釈直の気球ミ征星ヒク・＼

　て、レーザ光三三体力研究縛を竹なうとと匂二、レーザ

刻距蕨硝刻醐装置の地⊥織垢についてう奇究を幻な

　ク・
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飾政省

頑修紅星、

放巣琢エ・星

旛耽三脚・イ粋公象1艦の伝麟霰は・／継レ《籾・→ナど緬纏’轟’駝がフ遡轍二叉い嵐

め6一蜘吻を＝ン｛犠彬回易・ため隠、，破量磁伝勘面お・献伝嘱4嚇舵踊：i1か研を凝城1姻に

但星矧き茨拭を加之参二とべぜ＼かノ虻婆と場之・ら♂Kるので、このような撹麹在閉乞噛たづヲ疋星を取しm云汐〃研ぐに打ち

一しげることを目檬に痢発を底占クろ。

　このプ…勿・捌老征星シ久テムのハード’なウ〆）フト〃備匂後の働肋よバ1＝幽麟ヒ〉・イ・たψの各麟蕨

珊なうヒと下穿で垢。薮、魏磐壱一縁と鯵移動熊方式へ。舷滋認｝〃糊灘了にフv・て依討を

鋤微婆があるのぐ＼、Oクしちにワいて繊験一を好なう．

　放送〃虫星は，ヰ翻ま含む地凪及厳シ久：テ玖ボ纏立をざれZいなし〈莇壱〉に脅尋「ごあるよ、教∫身前簿の獅レい放、

菌＝刻用⇒参筋合は、わム薗においで4菊劾な手侵と．なりラみめざ、画内剃用1ニク＼＼て帳討ゑ殻め伽腰み診る。

そま右・㈱としZにし、アジア糊1食お〉いく仏i望麩：ンス、テムを：蟹む…砦わミ賄いのオ、わカこ回Zして吃二姻コ＝勘力

す四魔要避ある・一方・・放送』エ曇髪髪〉詞｛・2炭うるちめにぱ、纏灘餅｛あ両燕数：あ・よ次静」づ欧．直ρ厭用計画を状

拠な脚撫ぬ・遮訪勧に｛よ麟の購捲庁蝋く崩尺ひ5丁）・糠ヒよグ囲
際会議を湖即する傘要があ汐のぞ・、こ身（1二賄之るためk毛府発を1霞めるノ込・灘・あみ。

放蓬匁星の受潮奥一鶴1段店≧矢）司更彪昂ミ訪勧ミ・痢勧喫る前後循とレて．ゑず、微着を自裸Zして湘爽

を践める・ずな勅ち、挟騰収屋■型（石一75辺）によクZ－Z〈別Z箒の魔，灘緬燃粧カミ3て羅ぞ・き㊨〃りぐ，

乏の三門劾勤・しZ・まず＼冴ノ飯脅とレて・ヌー3・つ殉個の懇組を放送ぞ窒、かっ番組嫉舵力のある申型の

試験昭放送紅星をぞきる君、ブ早期に廟癸セ・打多」コヂ参；とと回る・これによクて、国肉実験を行1なフたあと・

2焔の調∠の暇威画際難蛎なレ・・ノ嬢なデ㌧グ琳嫁レて、知ンスア嵯本麺を衡ずろ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の　　、
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応物緬1一躾

　aたく綬並伽て・威内詣動搬楓｝＝蜘ろ聾乏礎魏鯛51ア赫｛｛磁蜘、才フ♪ミ吻⑳猫筋鰍
　で

・承の一物して｛汁重の城睦参区り、穴型果用1知屋の才r上デ髪冥現ずろこと♪〈．ジゐ、，

　将柔¢突瑚覆冒鈎とぜる嵯ぱ、いず水モ、かな∂太型．な媛ボ要棄ご津し、諏・、4姪と蹴しとを紬、3シ云送．国

蘇についても、十か六きな回報量の／継暴躾菜走れる。

　こ勉ら②要聚を鋼たすための働嫡楽の一フ0う陶として、煙め≦細1柳カ1曇1力藷え、熟、払蛇線とレて

臨ミリ波勘轍鯛瑚して・仁星醐アンチ初粗桐方匂耽星ヵ位磁、駄μ・墾勢刷卿蛇，めて齢約に趣

齪函）備慶で制繊きあよづ筋式の纏三三勃二猷三四る．

　詰なわち・六型の三軸贈物三星を墓賂ζし魚訊に大回玄葛産のミ・ソシヨソ獺φる＝とにする。

さしあた9・、勿平帯ノ・／・ケ・ノトぐ沖犠禰面才「擁げ・る鵬籔ルけ掴擁獅）‘魚よ毅

執ログラム姫「能ぞ協ク、験ツション払レては、た∠え愈三ジ壕払羅成藤イ滋1置、「醗鰯協纏丁〆カ

メラ4叙、あるいは崔離鱈麹1子下．纏糖魏題吻伽燃．なゑ！腰にた，びてカ・なり参くのミ》ジ

ョン刀彦崎彪「能ぐある。

豪翻遅シスヲムの潮岬二あたクて｝ま一この荏の応用数術薩、め四劫ぐによッて、辱観競における纏諸猛

の動勢％を磁勢と践仏地上勉譲を怠むシスヲム剣勅鶴惣生甜険レ、こ雌あらゆ繍働＼ら葬

繊手鯵ことによって疾胃腔とレてのづ殖シスラム罎遍る暇ヵ協る．切勉，、瑚縮征星碑
急に瑚・i発し：打・ち上げ〉’る。

（7♪
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き．．一重互　・篁一　　（あξ～郁ラ警・rヰの・ξのこある）

　　左レ動エ鰭　ノ》辺5乙型ロイアツトビ，打ちぬず三二と1：2乙．ワて一助3・ク桝ゲン秘，三．ッ粥牲賑、跡ご・咀・ウ・淋・ぐ

　　　　　　・　　打ち上ゲ蓼こ∠Lレ、〃一45C型ロケットめ痢謎をヰ止づ・や．．

　　　　　　　　　　　オィ三・∠．一45型ヒ1・ケ・・ノトぞ才％上．げ＼：ることヒ．なク・乙いフ三ノド型ヨ翔1舵）案な”一3c一／弓鱒こ礁より才丁「ら払げ弓・

　　　　　　　　　　　こ．払払し、～沖3暑以降〃嬢L奪錦エ‘星．‘つ打上ザ“与麦冴ノ琴づ’つ冬渠り千リドる．

科籔術1　　　　　　’

　　　　物ロ5：2碑震設ゼ：｝づ湘癸針函1⊂続く計画の興捧払を図ク、 こ以に肉虚渉る阿究な・偽悌‘尋㌻r：維瞳すろこどをし1｝伝されたい・

粛断多圃

　　ロケ・ゾト．肉感；液．酸わ・よび睡水エンジン研売、プラスター顔術の司愛、

　　翌エ歯肉徐　；　3剃割卿の研多乙・》日）1又拗赫の禰免

（笏）
　　　　・免

　・嚥髪粟
　　　　電纏魏測征星α5∫）1飾績財マ《内舞移一納ノユ〃呼

　　　家却静止∫酷4κエ星（五（∫）；纐耳費斗ヰ継レノグκメ→納／40Kヌ

　○　ん！9ケ・ソトの千丁ち上コノ能力の…隻粟　　　　　　　　　　一

　　　　計動載キ「重塾約／躍曙以工在峰を静戯画切ち上げ翻拗」

　　　　　聯止茅く）動エ打ちとじドう官勘」
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〉　「望一郵／ご3〃く審の／く、＝〔勇エ星乏



一一一一 @一『一一一一一u騨■國「

○　以術試褒鉦ξ色五型（三一「ε一：Zτ）4）痴一上ゲ取渣〃っ喫ヌ乏

　　　掛践本ノ．中順丁5一正を同鰯へ瞳1叙πc5乏隷鰍画こ打・6上ザると正刎，しく、・湯ミ・βrつ・・〃．山1菰軽曲る

　　　なろべ・〈：血1唾朗悔豊皇目裸として湘発すること次塑まレ丸説明文物∠舜斗伽パ1よ3〆、’姻〉・1∫恥！Lレ＼・
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